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（調べ学習）

（実験）

（観測）　

★★ （1） 調べ学習で、図2の記号で示されている天気、風向、風力を答えよ。

★★★ （2）

★★ （3） 調べ学習で、図1のＡ～Ｃの地点を、気圧の高い順い並べ、記号を答えよ。

★★★★ （4）

★★★★★ （5）

★★★★★ （6）

ア　10時ごろに、測定した地点の東側を通過した。　　イ　10時ごろに、測定した地点の西側を通過した。

ウ　14時ごろに、測定した地点の東側を通過した。　　エ　14時ごろに、測定した地点の西側を通過した。

オ　17時ごろに、測定した地点の東側を通過した。　　カ　17時ごろに、測定した地点の西側を通過した。

実験で、図3の装置は温度を一定に保つ必要があるが、それはなぜか。「装置の中の空気」ということ
ばに続けて説明せよ。

　テレビの天気番組で台風が接近していることを知り、熊本県内のあ
る地点で次の調べ学習や実験、観測を行い、台風の進路について
調べた。次の問いに答えよ。

　天気図を調べたところ、台風が九州地方に向かって進んでいるこ
とがわかった。図1はこのときの天気図である。また。図2は熊本県
内のある地点の天気、風向、風力を調べ、天気図に使う記号を示し
たものである。

　図3のように、ゴム栓にすき間から空気がもれないようにガラス管
を差し込み、食紅で色をつけた水を入れたガラスビンにゴム栓をし
た。その後、ガラス管内の水が上がり、ゴム栓の少し上で止まった。
この装置の温度を一定に保つため断熱材でおおい、建物の1階から
5階まで運んだところ、ガラス管内の水面が上昇した。

　図1の台風は、調べ学習で行った次の日に、熊本県付近を通過した。この日に、図3の装置の温度を
一定に保ち、8時から1時間ごとに、ゴム栓からガラス管内の水面までの高さを測定した。また、測定し
た地点の近くにある気象台の風向の記録を調べた。図4はその結果をまとめたものである。

調べ学習で、図2の記号から雲量を調べると、空全体を10としたとき、雲が占める割合は、いくらか。
「何～何」と数字で答えよ。

実験で、図3の装置を1階から5階まで運んだとき、ガラス管内の水面が上昇したのはなぜか。

観測の結果の図4から、台風の中心が、測定した地点に最も近づいたと考えられるのは何時ごろか。
また、測定した地点から見て東側、西側のどちらを通過したのか。次のア～カから一つ選び、記号を答
えよ。

目標時間

10分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.気象観測

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

（6）（4） （5）

装置の中の空気

（1） （2） （3）
天気 風向 風力

図4

図1

図2

合計日付
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①　教室の乾湿系の目盛りの読みは22℃と18℃であった。

②　金属製のコップに汲み置きの水を入れて、教室の気温と同じになっていることを確かめた。

★★ （1） このときの教室内の湿度は何％か。

★★ （2） コップの表面がくもり始めたときの気温を、その空気の何というか、漢字で答えよ。

★★★★ （3） コップの表面がくもり始めたときの水温は何℃であったか。

★★★ （4）
次の文章は、雲のできかたについてのものである。文章中の（a）～（ｃ）のア・イから、適当なもの
を1つずつ選び、記号を答えよ。

　水蒸気をふくんだ空気のかたまりが（a　　ア　下降　　　　イ　上昇　）すると、上空にいくほど周囲の
（ｂ　ア　気温　　　イ　気圧）が低くなるため、（ｃ　ア収縮　　イ　膨張）する。そのとき空気のかたまりの
温度が下がり、雲ができ始める。

　教室内の水蒸気の変化を調べるため、次の①～③の実験を行なった。（図）。これに関して次の問い
に答えよ。表1は乾湿計用湿度表の一部である。表2は気温と飽和水蒸気量の関係を示したものであ
る。

③　細かく、くだいた氷を入れた試験管でコップの温度を下げ、コップの表面がくもりはじめたときの水
温を測定した。

目標時間

50分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.大気中の水蒸気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

a b c
（4）（1）

　　　　　　　％

（2）

　

（3）

　　　　　　　　℃

表1　乾湿計による湿度表 表2
気温 飽和水蒸気量

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 （℃） （ｇ/      )

20 100 91 81 73 64 22 19.4
19 100 90 81 72 63 21 18.3
18 100 90 80 71 62 20 17.3
17 100 90 80 70 61 19 16.3
16 100 89 79 69 59 18 15.4
15 100 89 78 68 58 17 14.5

16 13.6
15 12.8
14 12.1
13 11.3
12 10.7
11 10.0
10 9.4

乾球の読み
（℃）

乾球と湿球の目盛り読みの差（℃）

  

合計日付

小計
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★★★ （1） この空気の南の山ろくにおける湿度は何％ですか、四捨五入して整数で答えなさい。

★★★ （2） この空気が山の斜面を吹き上がるとき、雲が発生する高さは何ｍですか。

★★★★ （3） この山の高さは何ｍですか。

★★★★★（4）

     A群　　ア　13℃　　　イ　17℃　　　ウ　21℃　　　エ　25℃　　　オ　29℃

　　 Ｂ群　　ア　10％　　　イ　20％　　　ウ　30％　　　エ　40％　　　オ　50％

★★★ （5）

　空気のかたまりは、100ｍ上昇するごとにその温度が約1℃ずつ下がり、露点に達すると、それ以後
は100ｍ上昇するごとに約0.5℃ずつ下がります。また、空気が下降するときは、100ｍ下降するごとに
約1℃ずつ上がります。下の図のように、南の山ろくで温度20℃、露点15℃の空気が、山の斜面に沿っ
て吹きあがり、この空気が山頂に達したときの温度は5℃でした。その後、山頂をこえて北の斜面に吹
き降りました。雲に変化した水蒸気はすべて降水として南の山ろくに流れ落ちたものとします。あとの各
問いに答えなさい。

山頂を越えて北へ吹き降りた空気が、高さ500ｍになったときの温度と湿度は、それぞれいくらですか。
温度はＡ群から、湿度はＢ群から選び、記号で答えなさい。ただし、Ｂ群については最も近い値を選び
なさい。

ある空気が高さ800ｍに達したときの湿度は80％で、気温は17℃でした。乾湿系の湿球側の温度は、
何℃を示していましたか。表2を参考にして求めなさい。

2

表2　乾湿計による湿度表

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

20 100 91 81 73 64
19 100 90 81 72 63
18 100 90 80 71 62
17 100 90 80 70 61
16 100 89 79 69 59
15 100 89 78 68 58

乾球の読み
（℃）

乾球と湿球の目盛り読みの差（℃）

図

A群 B群
（1） （2） （3） （4） （5）

　　　　　　　　　ｍ 　　　　　　　ｍ 　　　　　　　　℃

表1

気温（℃） 0 5 10 15 20 25 30

飽和水蒸気量（ｇ /       ) 4.9 6.8 9.4 12.8 17.3 23.1 30.3  

小計

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ （1）

　　ア　16％　　　イ　23％　　　ウ　56％　　　エ　61％

★★★★ （2）

　　ア　8ｇ　　　イ　14ｇ　　　ウ　40ｇ　　　エ　70ｇ

★★★★ （3）

気温25℃で1　　　中に14ｇの水蒸気を含む空気の湿度は、およそ何％であえると考えられるか。図か
ら考えて、次のア～エのうち最も近いものを1つ選び、その記号を書け。

　下の図は気温と飽和水蒸気量の関係を示したものである。これについて、次の問いに答えよ。

気温25℃で、1　　中に14ｇの水蒸気を含む空気5　　　の温度を3℃まで下げたとき、およそ何ｇの水滴
ができると考えられるか。図から考えて、次のア～エのうち、最も近いものを1つ選んで、その記号を書
け。ただし、空気の体積は変わらないものとする。

同じ体積の空気中に含まれている水蒸気の量が等しくても、気温が低い方が湿度が高いのはなぜか。
その理由を答えよ。

3

  

    

（1） （2） （3）

小計
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(実験1）

(実験2）

(実験3）

★★ （1）

ア　Ｘ　低下　　Ｙ　蒸発　　　イ　Ｘ　低下　　Ｙ　凝結

ウ　Ｘ　上昇　　Ｙ　蒸発　　　イ　Ｘ　上昇　　Ｙ　凝結

★★★ （2）

★★★★ （3）

　　　ア　0℃～5℃　　　イ　5℃～10℃　　　ウ　10℃～15℃

　　　エ　15℃～20℃　　オ　20℃～25℃

★★★★ （4）

実験3に関して説明した次の文章中の（　　　）にあてはまる適切な語句を答えよ。

★★★ （5）

　ピストンを引いたときに、フラスコ内が白くくもったのは、ピストンを引いたことで、フラスコ内の空気が
膨張したことにより温度が（　Ｘ　）し、露点に達したことでフラスコ内の水蒸気が（　Ｙ　）したためと考え
られる。

（　①　）は目に見えないが、（①）を含む空気が冷え、ある温度になると凝結が始まり水滴（露）ができ
る。この温度を、その空気の（　②　）という。へこませたペットボトルの内部は（　③　）が高くなっている
が、手をはなすことで急に（③）が下がり、このとき温度も下がって（②）以下になり、ペットボトル内に細
かい水滴が生じた。線香の煙を入れたのは、水滴ができるときの（　④　）とするためである。

この実験2・3をおこなったとき、教室内の気温は25℃であった。また、このときの湿度は42％であった。
実験1でペットボトル内にくもりが生じ始めたのは、ペットボトル内の空気の温度が次のア～オのどの区
間になったときか。1つ選び、記号で答えよ。

（3）のとき、教室内に存在する水蒸気の総量を計算によって求めたところ、2.23ｋｇであった。この教室
の体積は何　　　か。少数第1位を四捨五入して、整数で答えよ。

　空気の温度の低下は、空気のかたまりが上昇することによって周囲の気圧は下がり、（　①　）す
る場合には起こる。そのため、（　②　）気圧の中心部では上昇気流による雲ができやすい。一方、地表
付近で冷やされ細かい水滴が生じることもある。このように地表付近にできる雲のことを（　③　）とい
う。

実験2、3で見られた現象を説明した次の文章中の（　　　）にあてはまる適切な語句を答えよ。ただし、
同じ番号には同じ語句が入る。

　雲を発生するしくみについて調べるために、次のような実験を行った。次の各問いに答えなさい。

　ぬるま湯で内部をぬらしたフラスコ内に、線香のけむりを入れた。
このフラスコを、右の図のように、ゴム管を接続したゴムせんでふた
をしてスタンドに取り付け、ゴム管の一方に注射器をつないだ。ま
た、フラスコ内の温度がわかるようにデジタル温度計も接続した。注
射器のピストンをすばやく引いたり、押したりしてフラスコ内のようす
やフラスコ内の温度の変化を観察したところ、ピストンを引いたとき
に、フラスコ内が白くくもった。

　空気を入れたペットボトルを氷水の中に入れた。しばらくしたあとペットボトルを取り出し、中のようす
を見ると内側が水滴でくもっていた。次に、ペットボトルを手であたためるとくもりが消えた。

　ペットボトルに水を少し入れ、線香の煙を入れてふたをした。ペットボトルを強くにぎってへこませた後
に手をはなすとペットボトルの中に雲のようなものができた。下の表は気温と飽和水蒸気量の関係を示
したものである。

4

  
  

（1）

（3）

③

（2）

（4）

　　　　

（5）
① ② ③

① ② ③

  

気温（℃） 0 5 10 15 20 25 30
飽和水蒸気量（ｇ /       ) 4.8 6.8 9.4 12.8 17.3 23.1 30.4  

小計
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★★ （1） この日の12時の天気・風向・風力をそれぞれ答えなさい。

★★ （2） この日、ある前線が通過しました。前線の名称を答えなさい。

★★ （3） 前線が通過した時間帯を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　　　　　ア　4～6時　　　イ　10～12時　　　　ウ　12～14時　　　　エ　20～22時

★★★ （4） この前線付近に発達する特徴的な雲は何ですか。名称を答えなさい。

★★★★ （5） この前線の断面図を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

★★★ （6）

　　　　ア　気温は上昇し、前線通過後の風向きは西または北よりに変わる

　　　　イ　気温は上昇し、前線通過後の風向きは東または南よりに変わる

　　　　ウ　気温は急激に下がり、前線通過後の風向きは西または北よりに変わる

　　　　エ　気温は急激に下がり、前線通過後の風向きは東または南よりに変わる

　図は、熊本市におけるある年の9月12日の気温・気圧・風向の変化を2時間ごとに表した
ものです。下の各問いに答えなさい。

この前線が通過する前後で、気温・風向はどのように変化すると考えられますか。次のア～エから選
び、記号で答えなさい。

目標時間

25分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.前線の通過と天気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

合計日付

小計

（3） （5） （6）（4）

（1） （2）
天気 風向 風力
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　図は、日本付近を通過する低気圧にともなう前線のようすを模式的に表したものである。

（1）

（2） 図の前線Ｘの名称を答えなさい。

（3）

（4） （3）の前線の記号を、図の前線を例に解答欄に書きなさい。

（5）

　　　ア　弱い雨が降っていたが、前線が通過した後は晴れて気温も高くなっている。

　　　イ　積乱雲による弱い雨は長時間降り続き、前線の通過後は気温が上がった。

　　　ウ　広範囲に広がる乱層雲が次第に低くなり、雨が降り出しそうである。

　　　エ　激しい雷雨であったが、雨が止んだ後は気温が下がり、北よりの風が吹き出した。

前線Ｘは進み方が速いため、もう一方の前線Ｙに追いつく、このときできる前線の名称を答えなさい。

日本列島の上空で一定の向きに風が吹いている。この風を何といいますか。

図のＡ～Ｃの各地点での天気のようすの変化を説明したものとして正しいものを、次のア～エからそ
れぞれ1つずつ選び記号で答えなさい。

2

A B C

（3）

（4） （5）

（1） （2）

小計
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★★★ （1） 図1のＡ～Ｄの気団名をそれぞれ答えよ。

★★★ （2） 図1のＡ～Ｄの気団の性質を次のア～エからぞれぞれ1つずつ選び、記号で答えよ。

　　　　ア　高温・湿潤　　　イ　温暖・乾燥　　　ウ　低温・湿潤　　　エ　寒冷・乾燥

★★★ （3） 図2のような日本付近の気圧配置を何というか。

★★★ （4） 問い（3）の季節は、春・夏・秋・冬のいつか。

★★★ （5）

★★ （6） 日本付近の高気圧はどの方角からどの方角へ移動するか。例にならって答えなさい。

　　例)　北から南

★★★ （7）
夏を迎える前、Bの気団と勢力がほぼつり合っている気団の記号を答えなさい。また、その時にできる
停滞前線を特に何と呼ぶか答えなさい。

問い（4）の季節の季節風をもたらす気団は何か。図1のＡ～Ｄから選び、記号で答えよ。

　次の図1は、日本周辺の気団を模式的に、図2は日本付近の天気図を表したものである。次の問いに
答えよ。

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.日本の気象

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

小計

（4） （5）

A B C D

記号

（2） （3） （6）

（7）

前線名

（1）

A B C D
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★★★★ （1） アは3月12日の天気図である。イ～エを日にちの順に並べ、記号で答えなさい。

★★★★ （2） （1）の順に並べた理由を、簡潔に書きなさい。

★★★★ （3） 日本の天気について述べた次の文章のうち、最も適当なものを1つ選び、記号で答えよ。

★★★ （4）

★★ （5）

梅雨の時期は、勢力のほぼ同じ2つの気団が日本付近でぶつかり合い、停滞前線ができるため、雨の
多いぐずついた天気が続く。この2つの気団の名称を二つ答えなさい。

夏の季節のときの季節風の風向はどれか。次のア～エから一つ選び記号で答えよ。

ア　北東　　イ　北西　　ウ　南東　　エ　南西

次のア～エは、2009年3月12日から15日までの、いずれも午前9時における天気図である。後の各問
いに答えなさい。

　　ア　春の天気は、小笠原気団の一部が移動性高気圧となって偏東風の影響で日本を通り過ぎてい
　　　　くため、短い周期で高気圧と低気圧が入れ替わり、天気が変わりやすい。

　　イ　夏の天気は、小笠原気団の勢力が強くなるため、北西からの風により高温で湿度が高く、蒸し
　　　暑い晴天が続くことが多い。

　　ウ　秋の天気は、揚子江気団の一部が移動性高気圧となって日本を西から東へ通り過ぎていくた
　　　め、短い周期で高気圧と低気圧が入れ替わり、天気が変わりやすい。

　　エ　冬の天気は、オホーツク海気団の勢力が強くなり、西高東低の気圧配置となりやすい。この気
　　　団の勢力により日本海側では大雨をもたらすが、太平洋側では晴天になることが多い。

2

（3） （5）

（1） （2）

（4）

小計

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

（実験1）

①　図1のようにプラスチックの容器に同じ質量の砂と水を入れた。

②　砂と水それぞれに、同じように電球の光をあてた。

（実験2）

①　実験1と同じように、プラスチックの容器に同じ質量の砂と水を入れた。

（実験3）

★★ （1）

ア　a　砂        b　水          c　水           d　砂

イ　a　砂        b　水          c　砂           d　水

ウ　a　水        b　砂          c　水           d　砂

エ　a　水        b　砂          c　砂           d　水

★★ （2）

Ｘ群

ウ　Ａ、Ｂの空気は不規則に混じり合った。

Ｙ群 ア　暖かい空気は冷たい空気より密度が大きい。

イ　暖かい空気は冷たい空気より密度が小さい。

ウ　暖かい空気と冷たい空気より密度は同じ。

★★★★★（3）

実験3で、しきり板を静かに上に引きぬいたときの水槽の中のようすをＸ群のア～ウのうちから、また、
暖かい空気と冷たい空気の密度の大きさの関係をＹ群のア～ウのうちから、最も適当なものをそれぞ
れ1つずつ選び、その記号を書きなさい。

ア　Ａの空気は水槽の下部でＢ側に移動し、Ｂの空気は水槽の上部でＡ側に移動した。

イ　Ａの空気は水槽の上部でＢ側に移動し、Ｂの空気は水槽の下部でＡ側に移動した。

海陸風は陸上と海上の気温差が要因でふき、昼と夜で陸上と海上の気温が逆転すると、風向も逆転
する。実験3のＡを陸上の空気、Ｂを海上の空気とすると、水槽の下部での空気のうごきは、昼夜のど
ちらの時間帯にふく、どのような向きの海陸風を表しているか。そのようすを示す模式図として最も適当
なものを、次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

次の表1は実験1の、表2は実験2の測定結果である。表1、表2のa～ｄはそれぞれ「砂」か「水」のどちら
かである。あとのア～エのうちから最も適当な組み合わせを1つ選び、その記号を書きなさい。

　海陸風について調べるため、次の実験1～3を行いました。これに関して、あとの（1）～（3）の問いに
答えなさい。

③　放置し始めてから、1分ごとに、砂と水の表面の温度を赤外線
　温度計で測定した。

　図2のように水槽をしきり板で2つに分け、Ａには冷たい保冷剤を入
れ、線香のけむりを満たした。Ｂには木の台を入れ、Aの保冷剤と高
さをそろえた。しばらく放置した後、しきり板を静かに上に引きぬき、
空気のようすを観察した。

③　光を当て始めてから、1分ごとに、砂と水の表面の温度を赤外
　　線温度計で測定した。

②　砂と水をあたため、両方とも表面の温度を40℃程度にし、室温
　で放置した。

表1

0 1 2 3 4 5

a 29.4 31.3 32.1 32.9 33.4 34.2
b 29.5 35.8 37.8 40.5 42.4 44

0 1 2 3 4 5
c 40.4 38.0 36.9 35.9 34.8 33.9
d 40.4 39.0 37.9 36.8 35.9 35.2

温度（℃）

温度（℃）

時間（分）

時間（分）
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